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そのために「はじめの一歩」 第１学年学年通信

師走 １年のしめくくりの月です！
学校帰りにきれいな電飾を目にするようになりました。スー

パーでは、クリスマスの音楽が流れ、ケーキやお菓子のブーツ

も目につくようになりました。いよいよ今年もあと１ヶ月です。

１２月の異名を「師走(しわす・しはす)」といいます。いろいろな説があるそうですが、

お坊さん(法師とか導師と言いますね)がお経をあげるため、あちこちの家々を忙しく走り

まわったことから「師馳(は)せ月(しはせづき)」が語源で「師走」と呼ばれるようになっ

たそうです。他には、「年が果てる」意味の「年果つ(としはつ)」が変化したとする説、「四

季の果てる月」を意味する「四極(しはつ)」からとする説、「一年の最後になし終える」

意味の「為果つ(しはつ)」からとする説など、いろいろあるようです。

師走の名の通り、１２月は何かと気ぜわしいときです。あっという間に年末、年越しと

なってしまいます。しかし、１年をしめくくる大切な時です。中堅学年となる来年のため

に、自分の成長したところはどこか、反省すべき点はないか、中学生となった今年をしっ

かりと振り返ってください。それが、更に成長へとつながります。

人権デー(12/10) 人権週間(12/4-10)
１９４８(昭和２３)年１２月１０日、第３回国際連合総会で「世界人権宣言」が採

択されました。そして、１９５０(昭和２５)年の第５回総会において、世界人権宣言

が採択された日である１２月１０日を「人権デー」と定めました。

第１条で「すべての人は生まれながらにして自由であって、その尊厳と権利につい

ては平等である」とのべられている世界人権宣言は、１８世紀以来、今日まで世界各

国において発展し続けてきた人権尊重の国際的集大成といわれています。

「人権」とは、人々が、社会において幸福な生活を送るためにどうしても必要な権

利であり、この権利は、日本国憲法の中では「基本的人権」としてすべての国民に保

障されています。

日本においては、世界人権宣言の趣旨及びその重要性を広く国民に訴えかけるとと

もに、人権尊重思想の普及高揚を図ることを目的として、法務省と全国人権擁護委員

連合会が、１９４９(昭和２４)年から毎年、人権デーの１２月１０日を最終日とする

１週間（１２月４日から同月１０日まで）を「人権週間」と定めました。

みなさんのまわりで、他人の迷惑を考えないで勝手気ままを通したり、人を差別し

たり、また、知らず知らずのうちに他人を傷つけてしまうなど、他人の人権を侵害し

ている例はありませんか。この人権週間を機会に、人権の尊さについての理解を深め、

相手の立場を考えて行動できる豊かな人間関係をつくりましょう。

えいっ！ の行事予定

１日(月) ＰＴＡあいさつ運動

２日(火) スクールカウンセラー来校日

３日(水) 人権学習、部活動なし

４日(木) 人権週間(～１０日)

５日(金) 学年集金引き落とし日

８日(月) ＰＴＡあいさつ運動

１０日(水) 部活動なし、人権デー

１２日(金) 大掃除、油拭き

１５日(月) ＰＴＡあいさつ運動

１６日(火) 運動教室

１７日(水) 期末懇談会(～１９日)、給食最終日、スクールカウンセラー来校日

２２日(月) 終業式

２３日(火) 天皇誕生日

２４日(水) 冬季休業日(～１／６)

保護者の皆様へ

先日の合唱コンクールには、お忙しい中、約７０名の方の参観をいただき、大変ありが

とうございました。お子様の成長した姿をご覧いただけたのではないかと思います。

さて、先日ご案内させていただきましたとおり、１２月１７日から３日間、２学期末の

懇談会を予定しております。短時間ではございますが、お子様の２学期の様子についてお

話しさせていただきます。お忙しいとは存じますが、よろしくお願いいたします。

相手のことが考えられる人に…

近くのスーパーへ買い物に行ったときのことです。そのスーパーの入り口の近くに「駐

輪場」がありました。「駐輪場」というのは自転車置き場で、そこは屋根付きのかなり広

いスペースでした。ところが、そこに軽自動車が止められていました。車を止める場所は

「駐車場」です。

もうひとつ。これはホームセンターの入り口付近。入り口の一番近いところには車いす

を利用している人や身体に障害のある人のための駐車スペースがありました。そこに１台

の車が駐車しました。そして、その車から健康そうな二人の人が降りてきて、店内へ入っ

ていきました。

この２つの話をどう思いましたか？ どちらにも「自分さえ良ければそれでいい」とい

う、さみしい心がそこにあるのではないかと思えてなりません。ほんの少し、考えること

ができればと思いました。みなさんには、相手のことを考えられる、他人の痛みの分かる、

そんな人でいてほしいと思います。


